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後

期

前
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後

期

自然科学 情 報 処 理 Ⅰ 1 1 30

社会科学 社 会 福 祉 学 2 2 30

2 カ ウ ン セ リ ン グ 概 論 1 1 30

外国語 英 語 Ⅱ 2 2 30

保健・体育 運 動 科 学 2 2 30

基礎医学 医 学 総 論 1 1 30

3 解 剖 学 Ⅰ 1 1 30

解 剖 学 Ⅱ 1 1 30

解 剖 学 Ⅲ 1 1 30

解 剖 学 Ⅳ 1 1 30

生 理 学 Ⅰ 2 2 60

生 理 学 Ⅱ 2 2 60

栄 養 ・ 薬 理 1 1 30

病 理 学 1 1 30

臨床医学 内 科 学 1 1 30

6 臨床神経学（神経内科学）Ⅰ 1 1 30

臨床神経学（神経内科学）Ⅱ 1 1 30

精 神 医 学 Ⅰ 1 1 30

画 像 診 断 学 1 1 30

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 医 学 1 1 30

耳 鼻 咽 喉 科 学 1 1 30

形 成 外 科 学 1 1 30

小 児 科 学 1 1 30

臨床歯科医学 1 臨 床 歯 科 学 （ 口 腔 外科 学） 1 1 30

音声・言語・聴覚医学 神 経 系 の 構 造 ・ 機 能 ・ 病 態 （ 脳 神 経 外 科 ） 1 1 30

3 呼吸発声発語系の構造・機能・病態 1 1 30

聴 覚 系 の 構 造 ・ 機 能・ 病態 1 1 30

心理学 心 理 学 2 2 30

7 心 理 測 定 法 2 2 30

発達心理学（生涯発達心理） 2 2 30

学 習 ・ 認 知 心 理 学 2 2 30

言語学 2 言 語 学 1 1 2 60

音声学 2 音 声 学 1 1 2 60

音響学 音 響 学 1 1 30

2 聴 覚 心 理 学 1 1 30

言語発達学 1 言 語 発 達 学 1 1 30

社会福祉・教育 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論 1 1 30

2 社 会 保 障 制 度 （ 関 係法 規） 1 1 30

言語聴覚障害学総論 言 語 聴 覚 障 害 概 論 Ⅰ 1 1 30

4 言 語 聴 覚 障 害 概 論 Ⅱ 1 1 30

専 言 語 聴 覚 障 害 診 断 学 Ⅰ 1 1 30

言 語 聴 覚 障 害 診 断 学 Ⅱ 1 1 30

門 失語症 失 語 症 Ⅰ 1 1 30

高次脳機能障害学 失 語 症 Ⅱ 1 1 30

科 6 失 語 症 Ⅲ 1 1 30

高 次 脳 機 能 障 害 Ⅰ 1 1 30

目 高 次 脳 機 能 障 害 Ⅱ 1 1 30

失語・高次脳機能障害評価・訓練法Ⅰ 1 1 30

失語・高次脳機能障害評価・訓練法Ⅱ 1 1 30

言語発達障害学 言 語 発 達 障 害 Ⅰ 1 1 30

専 6 言 語 発 達 障 害 Ⅱ 1 1 30

門 言 語 発 達 障 害 Ⅲ 1 1 30

科 重 度 心 身 障 害 1 1 30

目 言語発達障害評価・訓練法Ⅰ 1 1 30

言語発達障害評価・訓練法Ⅱ 1 1 30

発声発語・嚥下障害学 音 声 障 害 1 1 30

9 運 動 障 害 性 構 音 障 害 Ⅰ 1 1 30

運 動 障 害 性 構 音 障 害 Ⅱ 1 1 30

運 動 障 害 性 構 音 障 害 Ⅲ 1 1 30

機 能 性 構 音 障 害 1 1 30

器 質 性 構 音 障 害 1 1 30

摂 食 ・ 嚥 下 障 害 Ⅰ 1 1 30

摂 食 ・ 嚥 下 障 害 Ⅱ 1 1 30

摂 食 ・ 嚥 下 障 害 Ⅲ 1 1 30

吃 音 1 1 30

聴覚障害学 小 児 聴 覚 障 害 Ⅰ 1 1 30

7 小 児 聴 覚 障 害 Ⅱ 1 1 30

成 人 聴 覚 障 害 Ⅰ 1 1 30

成 人 聴 覚 障 害 Ⅱ 1 1 30

補 聴 器 ・ 人 工 内 耳 1 1 30

聴 覚 障 害 評 価 ・ 訓 練 法 Ⅰ 1 1 30

聴 覚 障 害 評 価 ・ 訓 練 法 Ⅱ 1 1 30

臨床実習 臨 床 実 習 Ⅰ 1 1 40

12 臨 床 実 習 Ⅱ 3 3 120

臨 床 実 習 Ⅲ 6 6 240

臨 床 実 習 Ⅳ 6 6 240

選択必修科目 地 域 福 祉 演 習 （ 介 護 ） 1 1 40

8 地 域 福 祉 演 習 （ 保 育 ） 1 1 40

実 習 支 援 演 習 Ⅰ 1 1 30

実 習 支 援 演 習 Ⅱ 1 1 30

言 語 療 法 基 礎 Ⅰ 2 2 60

言 語 療 法 基 礎 Ⅱ 2 2 60

言 語 療 法 基 礎 Ⅲ 2 2 60

言 語 療 法 演 習 Ⅰ 2 2 60

言 語 療 法 演 習 Ⅱ 2 2 60

言 語 聴 覚 療 法 総 合 2 2 60

症 例 研 究 Ⅰ 2 2 60

症 例 研 究 Ⅱ 2 2 60

各学年前後期小計 12 16 17 15 16 13 15 15 119 3540

各学年前後期合計

※４　臨床歯科学には口腔外科学を含む

※５　聴覚障害評価・訓練法Ⅰには聴力検査を含む

授 業 科 目

１年 ２年 ３年

※１　AAC:拡大代替コミュニケーション

※２　社会保障制度には関係法規を含む

４年
履修

単位
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時間
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区分 教 育 内 容
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必
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